
 1. サイディング材の種類（フッ素、無機コート等）によっては密着不良を起こす可能性
があります。あらかじめ試験塗装を行って密着性を確認してください。

 2. 釘頭はRMプライマーおよびマイルドU等を塗装し、その後水系アシストクリヤーを
塗装してください。

 3. 3分艶有は被塗物の形状や素地の状態、色相などによって艶が違って見える場合
があります。

 4. 見本板または試し塗りをして仕上がりをご確認ください。
 5. 使用前には充分撹拌してください。
 6. 過剰希釈をすると本来のつやが発現しない恐れがありますので、規定の希釈率を
守ってください。

 7. 本製品は、本品2回塗り仕上げですので、他の下塗等は使用しないでください。
 8. 「光触媒サイディング」の場合、塗装を避けてください。
 9. 絶えず結露が発生するような用途、場所での使用は避けてください。著しい結露が
発生する場所では、塗料中の水溶成分が表面に溶出し、粘着物などとなって析出す
るおそれがあります。著しい結露が予想される場合は、塗装を避けるか、溶剤系塗
料での塗装をおすすめします。

 10. 吸い込みやすい基材では使用量が多くなります。
 11. 経年した窯業系サイディングボード面への塗装は、劣化が進行しており、表層内劣
化部からはく離するおそれがあります。試験施工をおこなって付着性をご確認くだ
さい。

 12. 材料の保管・取り扱いは消防法・労働安全衛生法に基づき充分な管理をお願いし
ます。

  1. 既にクリヤーで塗替えを行っている物件の場合は、既存クリヤーと下地の層間で剥
離する恐れがありますので、塗装を避けてください。

 2. 降雨･降雪･強風が予想される時や高湿度（80%以上）・低気温（5℃以下）の場合
は施工を避けてください。高湿度・低気温で塗装した場合、未乾燥状態で夜露など
にあたると艶引けを起こすおそれがあります。

 3. 塗装中および日当たりの悪い箇所で、塗膜硬化中に水分が塗膜に接触すると白化す
る恐れがありますので、水分の影響が予想される場合は塗装を避けてください。仮に
白化しても、乾燥すれば元の透明に戻ります。

 4. 塗装面のゴミやホコリ等は取り除いてください。
 5. 水洗後、1日以上の乾燥を行ってください。
 6. 塗装間隔時間は標準であり、立地条件や気象条件により異なります。
 7. エアレス塗装の場合、塗料の飛散による汚染の可能性がありますので、必ず養生し
てください。

 8. ガラス･アルミサッシ等に付着した場合は、すぐにウエスでふき取ってください。乾い
た時は、ラッカーシンナーでふき取ってください。

 9. 酸洗いを行う場合は、水をかけた後に行い、その後の水洗いは念入りにしてください。
 10. 著しく劣化したサイディング材へ塗装すると意匠性が劣るため、塗装は避けてください。
 11. 1回目の上塗り塗装時に、吸い込みが大きく、塗装が表面に残らない場合は、再度
塗装してください。（合計3回塗りで仕上げてください）

 12. 目地部が深い場合は、目地ハケなどで塗装してください。
 13. 目地部に塗料がたまった場合や、たれが発生した場合はむら切りしてください。
 14. 塗装時には換気口等に養生を行い、溶剤蒸気が室内に入らないようにしてください。
 15. 塗装や塗料取り扱い時には、換気に気を付け火気厳禁としてください。また、溶剤
中毒には充分ご注意ください。

 16. 防カビ・防藻性については、下地の条件・塗料の条件・塗料前処理の程度により、カ
ビや藻が発生する可能性があります。

 17. シーリング面への塗装は、シーリング材の種類･使用条件により塗膜の汚染･剥離
･収縮割れ等の不具合を起こすことがあるため、基本的には行わないでください。や
むを得ず行う場合は、塗り重ね適合性を確認してから必ずノンブリードタイプをご
使用ください。

 18. 化学物質過敏症の人は、塗料に含有している化学物質（VOC等）に過敏に反応さ
れる可能性がありますので、充分ご注意ください。

 19. 塗装による臭気で、近隣に迷惑を掛けることがありますので、充分に配慮をお願い
します。

 20. 製品の安全に関する詳細な内容については、安全データシート（SDS）をご参照ください。

仕様全般 塗料に関する注意

注意事項

カタログ掲載の内容は予告なく変更する場合がありますのであらかじめご了承ください。 2104030375939

窯業系サイディングボード専用クリヤー
水系1液型シリコン樹脂塗料

●荷 姿 水系アシストクリヤー艶有 ・・・・・・・・・・15ｋｇ、4ｋｇ
水系アシストクリヤー3分艶有 ・・・・・・15ｋｇ、4ｋｇ

艶 有

3分艶有

Water-based
UV protective Clear
Coating
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一般的な塗料で塗装
（アクリル樹脂塗料）

塗装が弱いため
分解しやすい

塗装しない場合

紫外線や雨で
どんどん劣化する
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樹脂骨格中に
均一に組み込まれた
紫外線吸収ユニット

屈強なシリコン樹脂クリヤー塗装
が抜群の耐久性を発揮!
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屈強なシロキサン
結合ユニット

水系で人と環境にやさしさUP
紫外線からサイディングボードの劣化を防ぎます

近年、住宅の外壁はサイディングボードが主流となっています。
中でも、自然石やレンガ、南欧風など高い意匠性はサイディングボードの大きな魅力です。
外壁は紫外線や風雨により次第に劣化していきます。
サイディングボードの美しい意匠性を保ち、美観をよみがえらせるだけでなく、
建物を守るためにクリヤー塗料で塗装することをお勧めしています。

溶剤系のクリヤー塗料が多い中、安全で低臭気な水系塗料です。
塗装中でもにおいを気にせず普段通り生活していただけます。また、近隣へのにおい対策にも適しています。
水系ながら溶剤系塗料に匹敵する性能で、長期間美しいサイディングボードを維持します。

塗膜の透明度が高く耐水性に優れるため、
一般的なクリヤー塗料と比較して、厚く
塗った部分や水かかりによる白化を起こし
にくくします。

塗装により、新築当時の美しい色・意匠性を長持ちさせます。
※劣化や汚染のある基材に塗付しても美観の回復は見込めませんのでご注意ください。

外壁にダメージを与える紫外線を
水系アシストクリヤーが大幅にカットします！

条件 紫外線透過量（μW/c㎡）

ガラス面のみ 1788

水系アシストクリヤー塗付 0

抜群の耐久性!

有害な成分を含まず、低臭で施工中も安心です。
水系で
安心・安全

意匠性をそのままに高級感、質感をよみがえらせます。意匠性
の保護

超耐久性

白化しにくい!耐水性
透明度

水系アシストクリヤーを
塗付することで紫外線を通さない！

クリヤーで保護し
基材の元色の変色を防ぐ!
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つやつやとした
光沢のある仕上がりに
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落ち着いた仕上がりに

水系アシストクリヤー

艶 有

工程 使用塗料 塗装方法 希釈率
塗付量 塗回数 塗面積 塗装間隔（23℃）
(㎏/㎡/回） (回) （㎡/缶） 工程内 最終養生

素地調整 　劣化塗膜、脆弱部分、塵あい、コケ、油脂類等は高圧洗浄、ワイヤーブラシで除去、清浄な面とする。

上塗り
（艶有・3分艶有）15kg

ハケ･ローラー
エアレス 0～3％ 0.08～0.12 2 63～94 2h以上

10日以内 24h以上

塗装仕様

下地の変退色が分かるように、グレー塗膜
のみの場合と、グレー塗膜に水系アシスト
クリヤーで保護した場合とを比較。

水系クリヤー塗料同等品

拡大写真

新築から10年以内の使用をおすすめします。
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